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高知平野の沖積層とその成立過程 

 

丸山 陽央 

  

１.はじめに  

高知県は、中央構造線の南に位置し、おおよそ

北東‐南西方向に並立する地質地形構造を特徴

としている。急傾斜・V 字谷を特徴とする低山地が

広がっており、それらは代表的な 2 つの川である

物部川と仁淀川の下流域に発達する低地形や高

知平野に接している(図１)。高知平野は、日本の

平野の中でも大きなほうではない。また、三角州・

自然堤防・扇状地など沖積平野としての特徴も備

えている。今回の調査では、この物部川の下流域

に発達している高知平野東部の沖積低地につい

て調査を行い、高知平野の沖積層の層序区分、

堆積環境、年代、などについて考察をする。 

          図 1 調査地域 

 

２．高知平野の沖積層に関する従来の研究 

 高知平野の第四系については、火山灰層を鍵

層として、上位から、第一砂礫層・第一泥質層・第

一砂層・第二泥質層・第二砂礫層に区分される

(甲藤・西,１９７２)。 

これらの層のおおよその深さは、第一砂礫層が

約 0～15m、第一泥質層が約 15～40m、第一砂層

が約 40～50m、第二泥質層が 50～60m、第二砂

礫層が約６０～７０ｍである。 

第一砂礫層の特徴は、現河床及び旧河床砂

礫であり、層厚は０～１５ｍである。全体的に扇状

地的構造を示すが、一部に粘土を挟在し、山麓

部で厚く、河口部で薄い。 

第一泥質層の特徴は、粘土からシルト、砂質シ

ルトを示しており、層厚は０～１６ｍである。これは、

最も連続性の良い広範囲に分布する層である。こ

の層は、腐植物・貝殻などを含有した粘土～シル

トである。この層厚は第二砂礫層の深さによって

愛石・追手筋・下知と地域差がある。下知・潮江な

どの浦戸湾付近が最大で 18ｍ前後になる。また、

内湾性の海成泥質層ということも確認されている

(甲藤・西，１９７２)。 

第一砂層は、火山灰層と砂層に分けられる。火

山灰層の層厚は、全体的に１～２ｍで砂質シルト

～細砂からなる。九州のアカホヤ(Ｋ－Ａｈ)と対比

される音地火山灰の一種であると確認されている

(甲藤・西 １９７２)。降下年代は高知平野で採取

した試料より、１４Ｃ測定から７３００．Ｂ．Ｐ.であり、こ

れらは四国の沖積平野に広く分布する連続単一

層である。この火山灰層は層序区分を行う上で鍵

層として利用できる。第一砂層は、細砂～中砂か

らなり、層厚は０～１０ｍである。この層には火山

灰層にはほとんど見られない腐植物・貝殻片が見

られ、この貝殻片の年代は、６６００±１２０Y.Ｂ．Ｐ.

である。これは粒度分析の平均値が＋３であった

り、上流方向に向かって薄いといった特徴と堆積

状態から考えて内湾性砂州だったとされる(甲藤・

西．１９７２)。 

第二泥質層は、層厚が、０～１０ｍで粘土～砂

質シルトに腐植物・貝殻が混入している。この第

二泥質層の最下部付近には、板状砂礫層が噛ん

でいて、また下限面は、不整合に第二砂礫層と接

っている沖積基底面と考えられている。 
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第二砂礫層は、礫や玉石からできていて、０～

１０ｍほどの厚さがある。この層はボーリング資料

をもとに層序から沖積層基底層と一括されており、

山麓に近い扇状地性砂礫層、その下位から平野

中央部に突出した段丘性砂礫層、浦戸湾周辺一

帯に分布する河床砂礫層に分けられる(甲藤・西,

１９７２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 調査地の地形分類図及びボーリング地点と地質断面図の位置 

３．研究方法・研究目的 

 従来の研究では高知平野の西方・高知市内お

よび浦戸湾付近を中心に行われてきた。よって高

知平野東方・南国市などの沖積層の形成過程に

おいては不明確な点が多い。よって高知平野東

部を中心に調査を行った。 
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 まず、空中写真判読を行い、高知平野の東部の

地形は、氾濫原が大部分を占め、海岸付近では、

浜堤が形成されているという特徴を踏まえ、地形

分類図の作成に当たった(図２)。その後、ハンドオ

ーガーを用いて地質の層序区分を明確にするた

めに掘削作業を行った。また、ボーリングデータ

を各事務所から入手し、それをつなぎ合わせ地形

地質断面図を作成した。 

 

４．高知平野東部の完新世における堆積環境 

 まず、Ａ－Ａ’間物部の地質断面図(図３－a)に

ついて、砂混じり砂礫と礫まじりシルトが最下部を

形成している。甲藤・西(１９７２)では層相の特徴や

層厚が０～１０ｍとされることを考慮すると砂混じり

の砂礫は第二砂礫層に該当する。しかし、「沖積

低地の古環境学」(海津 １９９４)で示された柱状

模式図（図４）では第二砂礫層はおおよそ 50～

60m とされているので断定できる要素が少ない。

また礫まじりシルトも層相の特徴や層厚を考慮す

ると第一泥質層と第一砂層が組み合わさった層で

あると考えられる。しかし、おおよその深さを考え

ると柱状模式図（図４）と一致していないためこれ



 18

らを断定できない。これらが上に示したような層序

区分ならば、これらの堆積物が堆積した当時の環

境は、浦戸湾の水域が広範囲に広がっていたと

考えられる。これらの上部砂層は、層厚と特徴、深

さから考えて、第一砂礫層と対比されると考えられ

る。 

 次にＢ－Ｂ’間、田井―前浜の地形地質断面図

である(図３－ｂ)。この地質断面図から下部に砂混

じりの砂礫が厚く堆積している。その上位を覆う堆

積物は層厚が薄いので、甲藤・西(１９７２)にみら

れる層序からは判断できないが、この厚く堆積し

ている砂混じりの砂礫は層序や深さから第一砂礫

層ではないかと推測できる。 

 ここまでの地質断面は、ボーリングデータを中心

に断面図にあらわした。次のＣ－Ｃ’三輪琴平‐市

間の地形地質断面図は実際ハンドオーガーを用

いて掘削し、地形地質断面図を作成した(図３－ｃ)。

基盤は、砂混じりの砂礫がなしていることと層厚が

おおよそ１５m あることなどから、ここは沖積基底

面ではないかと考えられる。しかし、甲藤・西(１９７

２)が示すような層序区分となってはいるが、上に

示した層相以外は層厚と深さがこれらのデータと
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一致していない．よってこの層序区分だけからで

は当時の環境は判断できないのではないかと考

える。 

 

５．結果・課題 

 地質断面図は、甲藤・西(１９７２)に一致する層序

をなすところもあり、層序からを考えると高知市内

の堆積環境と高知平野東部の堆積環境は近似す

ると推測できる。しかし、データ不足で判断できな

い個所も多かった。また、高知平野の堆積物はほ

とんどが砂礫質層から構成されており、このことか

ら扇状地性低地であったことを示していると考えら

れる。 

今後の課題として今回は、高知のボーリングデ

ータに火山灰層を発見することはできなかった。

今後これを発見することで、年代をいれることがで

き、より詳しい堆積年代の断定ができるのではな

いかと考える。そのために、より深いボーリングデ

ータを入手し、沖積層の層序や層厚、火山灰の年

代を入れ甲藤・西(１９７２)と比較することでより正

確な堆積環境がみえてくるのではないかと考え

る。 
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図４ 模式図 
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